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The Society of Cosmetic Chemists of Japan
日本化粧品技術者会

SCCJ（The Society of Cosmetic Chemists of Japan ： 日本化粧品技術者会）は、
日本の化粧品技術の向上を目的に活動する学術団体です。
学術大会や各種セミナーの開催などを通じ会員相互の啓発と交流を図り、世界的にも優れた技術発信の場で、 
グローバルな化粧品産業の発展に寄与しています。

2025年12月8日から3日間にわたり、パシフィコ横浜に於いて「進化する技術、深化する 
美の未来」をテーマとし、化粧品技術の祭典「第３回 日本化粧品技術者会 学術大会」が開催
されます。様々な学術分野が行き交う、年に1度の祭典にあなたも参加してみませんか。

貴方もSCCJに参加して
化粧品業界をさらに盛り上げませんか
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関西圏初の開催となった第２回大会は、1,000名を超える方々にご参加いただくことができ、非常に活気あふ
れる大会となりました。第3回大会につきましても、「化粧品および関連の科学技術の進歩」、そして「会員相互
の啓発と交流」というSCCJの目的をより実感いただける場としたい、という想いを込めて、テーマを「Where 
Cosmetics meet Happiness」としました。学術大会をさらに発展させるべく、実行委員一丸となって新たな
イベント・企画の準備を進めていますので、どうぞご期待ください。奮ってのご参加をお待ちしています。

第３回 日本化粧品技術者会  学術大会実行委員会  委員長からのご挨拶

第３回 学術大会実行委員会  委員長  横
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治 氏  （ポーラ化成工業株式会社）

第2回 日本化粧品技術者会  学術大会  ＜ 報告 ＞
                《テーマ》 NEW HORIZON in BEAUTY SCIENCE　多彩な美に寄り添う化粧品技術への挑戦

2024年11月18日から3日間にわたり神戸国際会議場にて開催されました。一般研究発表106題（口頭44題／ポスター62題）、国際学会である
IFSCCの国内報告54題、企業展示は41社を数え、会期を通じ1,003名もの皆様にご参加頂きました。どの会場も発表者・参加者の活発なディス
カッションがなされ、熱気ある学会開催となりました。

国内最大の化粧品研究者が集まる化粧品技術の祭典
「第2回 日本化粧品技術者会 学術大会」が神戸で開催されました。

このたびは素晴らしい賞をいただき、心より感謝申し上げます。
大変光栄に思います。本受賞は私一人の力ではなく、共に取り組ん
できたメンバーや日頃からご支援をいただいている皆様のおかげ
です。
特にコスメ倶楽部の活動を通じて得た多角的な視点が、研究設計
に大いに役立ちました。この経験を糧に、今後も業界の発展に寄与
する研究を進め、より良い成果を生み出せるよう努めてまいります。

最優秀口頭発表賞

株式会社コーセー　メイク製品研究室
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お客様のお肌やお化粧に対する意識を深く理解するために構築され
た同一人物の長期肌実態データベースを活用し、肌の見た目が大きく
変わる「お肌の曲がり角」が40代前後と50代半ばの2回あることを見出
しました。この研究が多くの研究者の皆様に興味を持っていただけたこ
とを大変嬉しく思い、心より感謝いたします。今後も、ウェルエイジング
時代に即した化粧品の開発を通じて業界の発展に少しでもお役に立ち
たいと考えております。

最優秀ポスター発表賞

花王株式会社　スキンケア研究所
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35th IFSCC Congress in Cannes(France) (第35回IFSCCカンヌ大会2025)

世界中の化粧品技術者が集まり、最先端の研究成果が発表される世界最大級の学術大会がフランス、カンヌ 
にて9月15日から4日間にわたり開催されます。あなたも最先端に触れてみませんか。

2030年IFSCCが再び日本に！あなたの発表をお待ちしています。一緒に日本での開催を盛り上げましょう！

日本化粧品技術者会  会長  吉
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日本化粧品技術者会 会長よりご挨拶

運営改革Vision2025の総仕上げと次なる目標へ

SCCJにとって今年は運営改革Vision2025の仕上げの年となりま
す。そこでは、会のあるべき姿を「学術活動の充実、技術者のレベル
アップを通して、技術のグローバルリーダーの地位を確固たるもの
とし、日本の化粧品産業の競争優位性確保と永続的発展に貢献す
る」とし、以下の３つの方向性を示しました。

１． 研究討論会、ジャーナルの質的向上と行事の効率化
２． 会員の裾野拡大のための学生会員導入と会費の全体的低廉化
３． �2022年総会から段階的に改革の具体化、規約改定提案と2023

年からの逐次具現化

会員みなさんのご尽力によりいずれも順調に進んでおり、次なる目
標Vision2030を提案すべく、今年は本格的な検討をスタートして

います。SCCJとして、たゆまざる進歩により化粧品科学の技術的優
位性を確固たるものにし続け、国際社会において信頼を得て一定
の発言力を確保すべく活動を続けていきます。みなさんの積極的な
参画をお願いします。

特 集   34th IFSCC Congress in Iguazu(Brazil), 2024 Award 受賞者メッセージ

Basic Research Award Applied Research Award
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まず、共同研究者をはじめ関係した方々に加え、支えてくれた家族に
感謝しています。
美白市場はアジア圏の市場としてとらえられがちでした。しかしなが
ら、本大会では、美白に関連する口頭発表が私を含めて4演題含まれ
ていたことで、この分野の関心の高さがうかがえました。今回の発表
では、昨今のBlack Lives Matterに端を発する”美白“の価値変容を
意識し、スキントーンやブライトニングといった言葉に置き換え、人種
を超えたグローバルな視点から、研究の新規性や価値を伝えられた
ことが、今回の受賞につながったのだと考えています。今回の研究は
コロナ禍で研究がいったん途絶えたものの、コロナ禍後に研究チーム
の情熱と努力の末に世に出すことができました。加えてIFSCC2022ロ
ンドン大会で受賞を逃したリベンジという意味でも大変感慨深いもの
があります。

色分野の研究者として、今回の受賞は大変光栄であり、大きな自信に
繋がりました。ロレアルにとって色は創業以来、最重要分野の一つで
あり、そこで受賞できたことは意義のあることだと感じています。しか
し、私にとって最大の喜びは受賞までの道のりそのものです。チーム
で試行錯誤を繰り返し、議論を重ね、成果を得て、IFSCCの発表に応
募する過程は刺激的でした。論文執筆、ブラジルへの渡航費捻出、プ
レゼン準備など、一つ一つの過程で多くの方々に助けていただきま
した。また現地で世界中から集まった研究者との交流も忘れられませ
ん。この受賞は、多くの人との関わりなくしてはあり得ませんでした。
全ての出会いに感謝し、関わってくださった皆様に心から御礼申し上
げます。本当に楽しい道のりでした。ありがとうございました。

細胞生物学的アプローチからシミの研究に従事しています。複数の
テーマをチームと議論しながら研究を進めています。実験の合間に、
色素沈着の研究をいかに普遍的な広がりをもたせる価値にできるか
を黙考しています。

普段のお仕事
カラーサイエンスの専門知識を活かし、新規材料の探索・開発・改良
から製品の色や光学的特性の分析・開発まで、化粧品の色に関する
研究開発に幅広く携わっています。

普段のお仕事

入会を検討されている方へ

研究の発展や化粧品技術に関わる知見の習得には、社外へ飛び出
し、新しい発想やスキルを得ることが必要不可欠です。SCCJは、化
粧品業界全体の動向把握に加え、業務の範囲では関わらないよう
な業界技術者、有識者との人的ネットワーク構築の
機会を提供します。是非イベントに参加いただき、自
身のアップデートを図り、将来の財産となる繋がり
を築きましょう。


